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あなたの望む未来のつながり
～ ワクワクの未来を探そう ～ Day１

11/15
Mon.

犬山市フューチャーセッション 2021～ ＞＞＞ 犬山を舞台に何かをやってみたいと集まったメンバーが、自由に
語り合い、対話から新たな価値を生み出す「創造的な語り場」です。「想像の未来」から「創造する未来」へとつなげて
いくSEASON５のテーマは『いきいき輝く犬山とあなた』です！

自己紹介&アイスブレイク
「子どもの頃の夢をひとことで」

セッション１

セッションの説明

●エジプト・ピラミッドの発掘 ●スポーツ選手

●獣医 ●ゲームクリエイター ●学校の先生

●社長 ●贅沢な生活 ●サッカー選手 ●花屋

●吉本新喜劇に入る ●お笑い芸人 ●小説家

●ロックミュージシャン ●動物園飼育員

あなたにとっての「ワクワクの未来」ってなんですか？

グループセッションテーマ

グループに分かれた後、ひとりずつ、グループのメンバーへ自分にとっての「ワクワ
クの未来」を話していきます。ひとりが話し終えたら、他のメンバーは、応援メッ
セージとして「感想、意見、質問、アイデア、アドバイス」などを発表者に伝えます。

◆ 犬山に住みながらも日本全国、世界の何かに携われる、土地に縛られていない
◆ 大規模な光の切り絵のイベントに携わり、子ども達が大喜びする姿を共に体験でき

ている。また農業を通じて子ども達とワクワクを共有できる
◆ Webデザイナーを目指して活動しているので、インターネットを利用して活動し、

勉強していることに楽しさを感じている
◆ 音楽が好きなので、音楽のある居心地の良い場所がある

A
グループ

子どもの頃、どんな未来を描いていたのか
を思い出して一人ずつ紹介しました。

いよいよシーズン５の後期が始まりました。１回ごとに

テーマを設けて開催した前期から開催方法を発展させ、

後期は２回で１セットのテーマとなります。11月・12

月のテーマは、「あなたの望む未来のつながり ～ワク

ワクの未来を探そう～」。

11月Day1では、参加者は2回のグループセッションを

通し、自分がどんなことにワクワクするのかを考えて伝

え、語り合う場となりました。全体共有では、雑談やつ

ながりの大事さなどが多く話されました。当日は新規参

加６名を含む１４名が集いました。
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結果の共有

フリートーク

B
グループ

C
グループ

D
グループ

◆ プラスチックで生活を豊かにする、オリジナル商品の開発。プラスチックFreeな生活

◆ イベント企画・運営で、人とのつながりや関わり合いの場を作っていく

◆ 障がい者の皆さんの自立、就労ができている。犬山で薬草カフェを計画をしており、
その計画を考えている時にワクワクする

◆ 新しい人との出会いにワクワクする

◆ 祭りやイベント、小規模でも開催していきたい

◆ 在来種の虫取りができる。環境を整備し、キレイな日本になったらいい

◆ 地域を越えたつながりができ、地元恵那市の現状（少子化など）が改善

◆ 地元産のクオリティーの高い野菜を手軽に入手できる

◆ “みんな違ってみんないい” つながりを感じながら一人一人が心身に豊かになる世界

◆ 長芋作りに挑戦。地元の長久手市にプレーパークを造り、笑顔が見えるように

◆ みんなが自分のまちの歴史を語ることができる

◆ 文化に触れられる城下町

セッション２

セッション１のグループで発表した内容と、
そこで受けた感想やアイデア、アドバイスな
どから、自分の「ワクワクの未来」をもう一
度考えて、新しいグループで同じように発表
しました。
セッション２で発表する内容は、そのままで
も変えても、部分的に変更してもＯＫとし、
新しいメンバーからも、ひとりずつ応援メッ
セージを受け取りました。

新しいグループで自分の「ワクワクの未来」
をもう一度考えてみよう！

「ワクワクの未来」
セッションで
話されたワード

「ワクワクの未来」を人に伝えることや、応援メッセージを受け取るなかで、どん
な気づきや出会い（人や言葉・アイデアなど）があったかを全体で共有しました。

雑談が出来るのがいい。
好きと好きが重なると
利害関係を超えた概念
が生まれると感じた。

地域の垣根を超えたつながり。犬
山と恵那の市民で、楽しいこと、
クリエイティブなことやっていき
たい。

無農薬野菜のマルシェを広げたいというのは素
晴らしい。僕は在来種での昆虫採集を夢見てい
るが、そのためには綺麗な空気、土、水が必須。
犬山でそれが出来るような環境にしていきたい。

情報が得られて楽し
かった。虫でつながっ
た。共通の話題が聞け
て良かった。

自分がワクワクすることを提供
するだけでなく、参加する事で
ワクワクを広げていけばいいと
感じた。雑談が大事。

直接会って話がしたいと感
じた。この出会いを大事に
し、コラボしていきたい。

市内で各自が好きなことでつ
ながれば、ワクワクするまち
になると思った。

初めての参加だった
が同じ考えの方と知
り合えてよかった。

接点がなかった
人とつながるの
は刺激があった。

人と人がつながると新たな創造が生まれる。
つながるのは重要で、子どもが遊べる環境
を作ることで、大人も集うことができると
感じた。子どもがキーファクター。

新たな出会いがたくさん
あった。あれもこれもで
きるなと想像できた。顔
を見て直接話したい。

子どもが活動のキー
ワード。自分が「つ
ながるんだ」と思う
ことが大事と感じた。

生産者の顔が見える野菜を手軽に入手で
きる未来の町にワクワクを感じている。
つながりを作る事は大事。雑談からつな
がることが出来ると感じた。

もっと話したい人や、活動を紹介したい人などが
残り、話したかった人に質問をしたり、スタッフ
も感想を共有するなど、「雑談」を続けながら交
流しました。12月もお楽しみに！


